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第 367 回（令和６年６月）定例会 

第２回各会派政務調査会長会 開催結果 

 

１ 日時 

令和６年６月 10 日（月）11 時 38 分から 11 時 55 分まで 
 

２ 場所 

３号館６階 第１委員会室 
 

３ 出席者 

村 岡 真夕子 自由民主党政務調査会長（座長） 

岡 つよし 自由民主党政務調査副会長 

飯 島 義 雄 維新の会政務調査会長（副座長） 

小 泉 弘 喜 公明党政務調査会長 

迎 山 志 保 ひょうご県民連合政務調査会長 
 

（オブザーバー） 

風 早 ひさお 自由民主党政務調査副会長 

白 井 たかひろ 維新の会副政務調査会長 

麻 田 寿 美 公明党政務調査副会長 

小 西 ひろのり ひょうご県民連合政務調査副会長 

 

４ 当日配付資料 

別添のとおり 
 
５ 会議概要 

 (1) 会派提案意見書案に対する態度表明・整理 

各会派から会派提案意見書案に対する態度が別添のとおり表明された。 

次に、座長から各会派に意見を求めた。  
ア 意見書案６について 

  ○迎山 ひょうご県民連合政務調査会長 

維新の会の修文案について、「地方財政対策を維持した上で」とすると必要

額を上回ってしまう、という意見は、教育予算の総額を上げていくという、より踏

み込んだ意見書にするという理解でよいか。  
  ○飯島 維新の会政務調査会長 

県民連合の原案と大きくは変わらないと思うが、義務教育費国庫負担の割合

を 3 分の 1 から 2 分の 1 とか 4 分の 3 に上げる際に、「地方財政対策を維持

した上で」となると、地方交付税で措置されている残りの 3 分の 2 をそのままに

して国庫負担を上げることになり、合計が過剰になってしまう。必要額に対して
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国庫負担金の残りの部分を地方交付税できちんと手当することを求める、とい

う意味で修文している。  
  ○迎山 ひょうご県民連合政務調査会長 

願意は同じということで承知した。 

 

イ 意見書案３について 

  ○飯島 維新の会政務調査会長 

各会派から修文いただいた内容は基本的に微修正であるため座長にお任せ

したいと思うが、意見書案３について下水道を加える公明党の修文案について

は意見したい。 

下水道については、国庫補助が約 2 分の 1 あり、残りは地方債を発行して、

元利償還金に交付税がつくというように、財源がある。ところが、上水道事業は

典型的な公営企業で、使用料で賄うことになっており、しかも市町村単位である

ため非常に財源が厳しい。また、漏水に関しても下水道管に比べて上水道環境

は継ぎ目を厳密にしなければならず、耐震管には技術が必要であるため、国の

関与、法整備を求めたいという意図もある。このため、今回のこの意見書案に

下水道を含めることは我々の提案趣旨から離れるので、ご理解いただきたい。  
〇小泉 公明党政務調査会長 

災害時の対応という部分と備えという部分があり、記 3 の内容からも、災害

時には上下水道とも総合的にという思いで追記を提案した。ご説明をいただい

たので、その点も検討して会派で協議したい。  
  ○飯島 維新の会政務調査会長 

加えて言えば、上水道は生存権、憲法で保障された基本的人権に関わるが、

下水道については他に代替手段もあり上水道とは異なるということも含めて、

会派でご議論いただきたい。 

 

ウ 意見書案５について 

〇小泉 公明党政務調査会長 

維新の会の修文意見は、安易に装着することのないよう耳鼻科を受診すると

いう趣旨であることは分かるが、耳鼻科の受診というのは普段からできることで

あり、この「制度」というのはどういう意味なのか。  
  ○飯島 維新の会政務調査会長 

補聴器などを装着する際、助成などで公的に関与するのであれば、耳鼻科の

診察等により安易な装着がないようにする必要があるのではないか、という意

図である。     
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〇小泉 公明党政務調査会長 

受診の際に補助を受けられるようにするという趣旨かとも思ったが、この制度

というのは、受診をしなければ補聴器を購入できないということか。  
  ○飯島 維新の会政務調査会長 

修文案は受診を義務づけるという意味であるが、これについては先ほど申し

上げたように、座長にお任せしたい。 

 

エ 意見書案１について 

  〇岡 自民党政務調査副会長 

維新の会からの修文案について、基本分単価や処遇改善加算の引き上げを

追記するという意見は尊重したいと思うが、どの部分に追記するかについては

検討させてほしい。  
  ○飯島 維新の会政務調査会長 

座長にお任せする。 

 

(2) 意見書案の整理 

(1)を踏まえ、座長において次のとおり整理した。   
① 全会派一致の賛同が得られた意見書案 

なし  
② 全会派一致の賛同に向けて座長調整案を示す意見書案 

意 １ 保育士等の更なる処遇改善と人材確保への支援を求める意見書 

意 ２ 生殖補助医療における費用負担軽減及び保険適用範囲の拡充を 

求める意見書 

意 ３ 大規模地震災害時における上水道施設の強靭化を求める意見書 

意 ４ ＳＮＳを利用した「なりすまし投資詐欺」被害防止対策を求める意見書 

意 ５ 聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書 

意 ６ 豊かな学びと育ちのための少人数学級実現と教職員定数改善並びに

義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書 

意 ７ パレスチナにおける人命保護と平和実現を求める意見書  
③ 全会派一致の賛同が得られなかった意見書案 

なし 
  

その後、座長から調整案提示のスケジュールを示し、各会派において速やかに検討

するよう依頼した。 
 

(3) 日程確認 

第３回会議を６月 12 日(水)13 時 30 分より開催することを確認した。 


